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4 4 4 4
と称していた）おひら
きとしていた。（神田節の一節に、「襤褸はまと
えど、心は錦……」なる一句がある。古い年代
の卒業生なら知っている人もいるだろう……）
黒岩ゼミのOB会も同じで、始めは子供達も
きていたが、その中にこなくなる。それに私が
大学定年後4～年間位は、神田校舎「報恩の
間」でやっていたが、もうやめよう……と云う
事で、学生らから「花束」をもらい、一度はや
めた。……しかし、その内に私も、家内も元
気なので「黒岩先生ご夫妻を囲んでビールを
飲む会」で、場所は東京新宿の某店でもち始
めた。然し、冒頭にも記したように私は歳、
家内は2歳、出ていくのは、かなり骨がおれる。
本年の1月の集まりでは、「これを最後にしよ
う……」と必ず云おう……と決意しながら、あ
まり、皆楽しそうなので「云い出せなかった」
（奥さんや子供同伴は、二家族となる。）……
その中に「ゼミ生同士で結婚、第一子は連れて
来ていたが……今年は、第二子出産で欠席だが、
「来年は第二子も連れてくるそうです……」（実
は、このカップルを誕生させたのは、この回の
ゼミ長であった。）
然し、私達も、実質上参加困難（本年月、
室内で転倒、腰を折り、室内でも杖をついて歩
いている……）事を伝え今度こそ最後にしよう
と思っている。
（ゼミOB会をかくも長くつづけられたのは、
ゼミ生に寺腰君なる出版・印刷を家業とするゼ
ミ生がおり、各ゼミ、OBとの連絡や企画を一
切夫婦でやってくれたからであり、感謝してい
る。）
（6）東京理科大での講義
専大以外に東京理科大、阪大工学部（環境学
科）でも講義した。
もともと「科学史、技術史の講義」は、理系
学生を対象に講義するべきである……と考えて
いた私は、その「機会」を願っていた。前記し
たが、東大工学部冶金学科の教授橋口隆吉先生
が、東大定年後、東京理科大に移られた。先生
から私に、理科大で「科学史・技術史の講義を
始めたいが、やらないか」とのお誘いを受け、
願ってもない事でお受けした。理科大だから
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「機械」「電気」「建築」……といった学科（理
科大の全学科）から受講できるようになってい
た。私は、当時専大で使っていた「教科書」を
もとに講義した。
……後で、学生に来年の講義の参考に……と
思い「受講の感想」を書かせると……
①「電気」や「機械」の歴史の話しを、省略
して講義をとばした事が、一番大きな欠点
であった。
②しかし、今迄大学では「教養学科」から、
いきなり専門の学科の講義に入っていたが、
この講義はその中を埋める格好の講義であ
った。
③夏期休暇中に出されたレポートがよかった。
（足で歩いて、現地を見て調べ、レポート
を作成せよ……といった趣旨のレポートを
出した。）
大学生ともなると、「自分で、調べたいテー
マがある。例えば、建築の学生は、日本のある
建築家の作品を「日本全国を旅して調べたい
……」と思っていたようで、そうした学生には
格好のレポートだったようだ。
「電気」や「機械」学科の学生に、まさに聞き
たい筈の所の「講義」を省略したのは、全く私
のカン違いだった。電気や機械の学生は、自分
の専門の分野位の「歴史」は、知っている筈と
思い、とばして講義したのだが、私の東大冶金
学科の学生であった頃、「冶金の歴史」につい
て全く知らず、そうした講義を熱望していた筈
だ。その後、「製鉄技術の歴史」について、独
学で勉強して、分るようになった……ので、こ
うした過程を全く忘れてしまい、自分の専門の
学科の「歴史」位は知っている筈と、勝手に考
え「省略」してしまった……。
科学史・技術史の講義は、経済、経営学部等
文系学部にも必要だが、それ以上に、工学部、
農学部、理学部　等、理系の大学に、もともと
必要な講義である……事を実感させられた。
（7）大阪大学の場合
前に、民科に入り、大阪大工学部機械学科の
石
いし
谷
がい
清幹先生と知り合い、資源局時代も、手伝
ってもらった由書いたが、この石谷先生に理系
学生に講義したい旨、話すと、お安い御用とば
かり、阪大工学部環境工学科の（……客員教授
（？）かの名前で一週間、毎日、朝から晩まで講義
し、単位を認定するする制度がある由……）阪
大工学部の先生をつとめた。
私の記憶では、石谷先生の教え子の内藤先生
が、私の接待役を務めて下さり、内藤研究室の
助教授、助手らが、大阪で、必らず一席を設け
て下さった。内藤先生は、子供のない先生で、
若手の先生方とは、こう云う面で、私の話す言
葉が参考になったようだ。又旧帝大が、近辺の
国立大学に卒業生を教師として派遣したり、逆
に、近辺の国立大学から、阪大に教師を迎えた
り等の慣例があった由、知った。
阪大工学部近くのホテルに一週間泊り切りで、
又交通費もかかり、差引き、帰りに、松茸数本
を土産に帰る位であった。
然し、私にとっては、「貴重な経験」であっ
た。
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